
技術・家庭科＜技術分野＞学習指導案 

                             
                            平成 22 年 11 月５日（金）５校時 
                            会 場：３年３組教室 

                            指導者：仙台市立鶴谷中学校 
教諭 大内 司朗 

                            指導学級：３年３組 30 名 
 

１ 題材名 「情報を適切に選択しよう」 
＜学習指導要領 技術分野 D 情報に関する技術 (1)ア，イ，ウ，エ (2)イ ３学年６時間＞ 

 

２ 題材の指導目標 

 ICT の活用を通して，情報の表現や発信・受信に関する基礎的・基本的な知識と技能を習得させ，

情報を適切に活用しようとする態度を育てる。 

 

３ 題材について 

（１）題材観 
 文部科学省高等学校学習指導要領によれば，「情報社会において，適切な活動を行うための基礎に

なる考え方と態度」と情報モラルを定義している。また，中学校技術・家庭科，技術分野 D 情報に

関する技術は，「情報に関する基礎的・基本的な知識及び技術を習得させるとともに，情報に関する

技術が社会や環境に果たす役割と影響について理解を深め，それらを適切に評価し活用する能力と

態度を育成すること」をねらいとしている。 
情報技術の発展にともない，インターネットなどに代表される広域ネットワークのインフラスト

ラクチャー（社会的生産基盤）の整備が進む現在，コンピュータなどの ICT 機器を利用した様々な

情報手段を活用する能力を身に付けることは重要な要素になると考えられる。そして，情報通信ネ

ットワークを通して個人が自由に情報を得るだけでなく，自らも情報を公開できるなど相互に情報

をやり取りする能力が求められている。  
 しかし，情報伝達の手段として活用されている電子メールや電子掲示板は，コミュニケーション

を図る有効なツールとして利用されているが，それに関わる人間関係のトラブルが懸念されている

のも事実である。そこで，生活における情報の伝達方法や利用方法を理解させるとともに，情報を

適切に選択できるよう指導する必要があると考える。さらに，著作権や情報の発信に伴って発生す

る問題や，発信者としての責任に関する基礎的・基本的な知識と技能を身に付けながら，情報社会

において適正に行動する能力と態度が育まれることを期待している。 
本題材では，情報通信ネットワークを活用する上で，情報を伝える相手を意識しながら，適切に

情報を活用するための知識と技能を身に付け，これからの望ましい情報社会の創造に参画する態度

を養わせたいと考えている。 

 
 （２）生徒観 

平成 22 年８月に第３学年 83 名を対象に質問紙による調査を行った結果を以下に示す。 

 家庭でのコンピュータ普及率の増加に伴い，コンピュータを活用した授業に意欲的に取り組む生

徒が多い。生徒の学校以外でのインターネット利用率は 82％あり（図１），主な活用方法として web

ページの閲覧や情報検索，電子メールによる情報の伝達をあげている（図２）。 

セキュリティに関して，コンピュータウィルスやスパイウェア，迷惑メール，フィルタリン

グ等に対する安全対策の実施状況は 63％であり，家庭でインターネットを利用している割には，

十分な安全対策がなされていないことがわかる（図３）。 

また，情報モラルに関わる語句の理解度についていずれも 80％未満であることや（図４），イン



ターネット利用時に，情報モラルを意識していないと回答した生徒が 19％を示している（図５）こ

と，発信した情報によって自分が意識しないうちに相手を傷つけてしまう可能性があるということ

を理解していない生徒が 27％を占めている（図６）ことからも，ルールやマナーの知識，理解が十

分とは言えない状況にあることがわかる。アンケートの自由記述には，それらの理由として，「ネッ

ト上なので相手の実感がない」，「実際に声が聞こえるわけでもないし相手の存在が見えないから」，

「インターネット上のコミュニケーションに必要性を感じていない」，「いくら意識しても無駄だと

思う」などをあげている。 

 このような実態の中で，これからの情報社会を生きるために，ネットワーク上の相手の存在を意

識しながら情報を適切に活用する能力を身に付けさせることが必要であると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  図１ インターネットの利用頻度（N=83）  図２ インターネットの活用場面(N=83 複数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３ 安全対策ソフト・サービスの利用状況(N=83)  図４ 情報モラルに関わる語句の理解度(N=83) 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
図５ インターネット利用時における情報モラル 図６ 情報の発信によって人を傷つけてしまう 
   に関する問題意識の程度 (N=83)         ことがあるということの理解の程度(N=83) 

 

平成２２年８月実施（質問紙による調査） 
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（３）指導観 

情報社会において，情報を適切に活用する基礎的・基本的な知識を身に付けさせ，実践力を育ま

せることは重要だと考えている。特に，情報の発信・受信では，見えない相手の心を傷つけないよ

うに配慮し，相手に情報を正しく伝えるための知識と技能を習得させる必要がある。 

ネットワークを利用した情報の伝達方法の特徴については，会話，手紙，電話，コンピュータな

どを例に，人間同士の情報の伝達方法と日常生活における様々なネットワークの利用方法について

理解させ，情報伝達の方向性，情報伝達の対象，情報手段に求められる有効な利用方法について考

えさせたい。また，伝える情報の方向性と対象については，テレビやラジオなどのマスメディアの

ような一方向・一対多の伝達方法と，手紙や電子メールなどの双方向・一対一の情報の伝達方法を

比較しながら，情報伝達の方向性及び対象によって，発信者と受信者の間に情報の受け取り方が異

なるコミュニケーションが生じることを体験的に理解させ，ネットワークを利用する上でのルール

やマナーについて考えさせたい。 

本題材では，情報通信ネットワークや情報の特性を生かして考えを伝え合う学習活動を展開し， 

ICT 機器を操作し自分の考えをまとめ発表させる。また，ICT 機器や新聞記事，ネットワークの活用

を通して，情報モラルに関して生徒一人一人が身近な問題として取り上げ考えさせたい。さらに，

各題材の学習計画を工夫し，考えさせる場面を設定したり，ICT を活用した表現活動に取り組ませ

たりして，情報を適切に伝えようとする実践力を育成したいと考えている。そして，正しく安全に

情報を扱おうとすることで，生徒のコミュニケーション能力の向上が期待できるものと考えている。

そのためにも，生徒一人一人が問題解決に向けて，見通しを持って学習に取り組むことができるよ

う支援していきたいと考える。また，既習の知識や技能を他の学習活動や日常生活の中で活用して

いくことを期待したい。 

以上の点から，情報の表現や発信・受信に関する基礎的・基本的な知識と技能を習得させ，情報

通信ネットワーク上のルールやマナーの遵守，危険の回避，人権侵害の防止等，情報に関する技術

の利用場面に応じて適正に活動する能力と態度を身に付けられるように指導していきたい。 
本題材の実践を通して，以下のような力の育成を図っていきたい。 

 

 （４）情報モラル教育との関連 

 情報通信ネットワークは，今日の生活を支えてきた技術の一つである。しかし，情報に関わるル

ールやマナーの問題は，誰もが生活の中で経験し得る事象として他教科や領域等の指導で取り上げ

られている状況にある。 

 中学校技術・家庭科での情報に関わる指導は，主に情報の科学的な理解にある。特に，情報通信

ネットワークの仕組みや特徴，情報の発信・受信に際しての責任の重さを理解させ，生活との関わ

りについて考えさせることが重要である。そして情報社会において適正に活動しようとする態度が

生徒の中に育まれるものと考える。 

そこで，情報モラルの指導のねらいを次のように設定し（「情報モラル教育」指導手法等検討委

員会編情報モラル指導モデルカリキュラム表を参考）本題材の指導と連携しながら，情報の光と影

の存在についての課題に取り組ませたいと考える。そして，情報活用能力を養い，他者との望まし

い人間関係を構築しようとする態度の育成を目指し，本研究を進めてきた。 

 ａ４―１ 情報社会における自分の責任や義務について考え，行動する。 
 ｂ４―２ 著作権などの知的財産権を尊重する。 
 ｃ４―２ 情報の保護や取り扱いに関する基本的なルールや法律の内容を知る。 
 ｄ４―１ 安全性の面から情報社会の特性を理解する。 
 ｇ４－１ 情報セキュリティの基礎的な知識を身に付ける。 

育成したい力 

◇ ネットワーク上の相手の存在を意識して，情報を選択し活用しようとする態度 
◇ 正しい情報を適切に表現する力 
◇ ネットワークを活用して適切な情報を正確に相手に伝える能力 
◇ 発信した情報に対する責任を知り，情報モラルについて理解する力 



４ 題材の指導計画 

 題材「情報を適切に選択しよう」（５時間） 

小題材 
時 
間 

指導内容 指導項目 
情報モラル教

育との関連 

１ コンピュータの
安全管理について
考えよう 

１ 

(1)電子化された情報の特徴 
(2)ネットワークに接続されたコンピュータの安
全管理 
 ・コンピュータウィルス対策 
 ・スパイウェア対策 
 ・セキュリティーホール対策 
 ・ファイアウォールの設定  
 
 

Ｄ(1) 
 ア，イ 
Ｄ(2)イ 

ａ４―１ 
 
ｇ４－１ 

２ 著作権について
考えよう 

１ 

(3)著作権とは 
 ・著作物 
(4) 著作者の権利 
 ・著作物の利用 
 
 

Ｄ(1)ウ 
 
Ｄ(2)イ 

ｂ４―２ 
 
ｃ４―２ 

３  プライバシーと
個人情報の保護に
ついて考えよう 

１ 

(5)権利 
 ・人格権，名誉，氏名，肖像，プライバシー， 
 個人情報とは何か 
(6)インターネット社会におけるプライバシーと
個人情報の保護 
 
 
 

Ｄ(1) 
 イ，ウ 
Ｄ(2)イ 

ａ４―１ 
 
ｃ４―２ 

４ インターネットの
上手な利用法を考
えよう 

１ 

(7)被害を受けない心得 
 ・架空請求とワンクリック詐欺 
 ・ネットショッピングとネットオークション 
 ・有害サイト 
 ・出会い系サイト 
 ・迷惑メール 
 ・パスワード   
(8)知らないうちに加害者にならない心得 
 ・正しくない情報の発信 
 ・デマ情報のチェーンメール化 
 ・コンピュータウィルス 
 ・誹謗中傷 

・なりすまし 
 
 
 

Ｄ(1) 
 ウ，エ 
Ｄ(2)イ 

ｄ４―１ 
 
ｇ４－１ 

５ まとめ（発表会） ２ (9)学級発表会 Ｄ(2)イ 
ａ４―１ 
ｃ４―２ 

 

５ 題材の評価規準 

生活や技術への 
関心・意欲・態度 

生活を工夫し 
創造する能力 

生活の技能 
生活や技術についての 

知識・理解 
情報に関する技術に

ついて関心をもち，技
術の在り方や活用の仕
方に関する課題解決の
ために，主体的に技術
を評価しようとする。 

よりよい社会を築く
ための，情報に関する
技術を適切に評価し活
用しようとしている。 

情報に関する技術を
適切に活用するために
必要な基礎的・基本的
な技術を身に付けてい
る。 

基本的な情報処理の
仕組みと情報通信ネット
ワークにおける安全な情
報利用の仕組みについ
ての知識を身に付け，
社会や環境と情報に関
する技術とのかかわりに
ついて理解している。 

 

※情報管理の問題点について考える。 

※ 知らずにしてしまう可能性のあるマナー，  
ルール違反について考える。 

※ネットワーク上のプライバシーについて
考える。 

※ネットワーク上の著作権について考える。 



７－１ 指導計画 

 (１) 題材「コンピュータの安全管理について考えよう」 

 (２) ねらい 

① 情報の重要性を考えようとしている。 
（観・意・態）観察，自己評価カード，学習カード，発言 

② インターネットに潜む危険性や，それらへの対処方法について説明することができる。 
（知・理）観察，テスト，自己評価カード，レポート 

 (３) 学習過程 

評価計画 段 
 

階 
学習活動 目標行動 

  □ 指導上の留意点 
 
  ＊ 資料・準備物など 

規
準 

方 法 

情報モラ
ル教育と
の関連 

課
題
把
握 
10 
分 

１  本 時 の 学 習
内容の確認 

(1) 本時の学習
目標が理解で
きる。 

□ 出席と準備物を確認する。 
□ 学習カードを配布し，本時の学

習内容を確認する。 
□ 自己評価カードに目標がたてら

れるよう，個別に支援する。 
＊ 自己評価カード 
＊ 学習カード 

  

課
題
追
求
15
分 

２ 電子化された
情報の特徴に
ついての確認 

 
 
 
 
 
 
３ ネットワークに

接 続 さ れ た コ
ンピュータの安
全管理につい
ての確認 

(2)  電 子化さ れ
た情報の特徴
について理解
できる。 

 
 
 
 
 
(3) コンピュータ

ウィルス対策，
スパイウェア対
策，セキュリテ
ィ ーホー ル 対
策，ファイアウ
ォールの設定
について理解
できる。 

□ ディジタルデータを利用した身
の回りの製品とその特徴につい
て確認する。 

□ ＮＨＫの web 動画を見る。 
http://www.nhk.or.jp/10min/joho/
ja/frame.html を開く。 
□ 大容量の情報の保存・移動・複

写・削除について説明する。 
□ 簡単で高速な保存・ 移動・複

写・削除について説明する。 
□ 完全な再現（複写）や高度な編

集について説明する。 
□ ネットワークの特徴について確

認する。 
□ 情報通信ネットワークによる問

題について確認する。 
□ 個別指導をしながら，全体の状

況を把握し，必要に応じて補足
説明する。 

① □学 習カ
ード 
□自己評    
価カード 
□観察 
□発言 

課
題
解
決 
20
分 

４  安 全 管 理 の
対 策 におけ る
問題点 

 
 
 
 
５  安 全 管 理 の

対策の利点に
ついての確認 

(4) 安全管理の
対策における
問題点を上げ
る こ と が で き
る。 

 
 
(5)  安全管理の

対策を実施す
ることの利点に
ついて 考える
ことができる。 

□ 安全対策の必要性について考
えさせる。 

□ 生活とのかかわりを確認する。 
□ 他の意見を聞くことで，より理解

を深めさせる。 
＊ 学習カード 
□ 学習カードに記入させる。 
□ 個別指導をしながら，全体の状
況を把握し，必要に応じて補足説
明する。 

② □観察 
□テスト 
□自己評
価カード 
□ レ ポ ー
ト 
□学 習カ
ード 

ま 
と
め 
5
分 

６ まとめ (6) 学んだ内容
と自分の課題
を振り返り，適
切に評 価でき
る。 

□ 本時の学習を振り返って，自己
評価させる。 

＊ 自己評価カード 
□ 授業の取組について評価する

ポイントをいくつか示し，アドバイ
スを与え，適切な自己評価をさ
せる。 

□ 次時の学習内容を確認する。 

  

ａ ４ - １ 
情 報 社

会 に お

け る 自

分 の 責

任 や 義

務 に つ

い て 考

え ， 行

動する。 

 
 
 
ｇ４ －１ 
情 報 セ

キュリテ

ィ の 基

礎 的 な

知 識 を

身 に 付

ける。 

※情報管理の問題点について
考える。 



７－２ 指導計画（本時） 

 (１) 題材「著作権について考えよう」 
 (２) ねらい 

③ 自分のこれまでの活動を振り返り，著作権保護の問題について関連を調べ，まとめようと     
 している。 

（観・意・態）観察，自己評価カード，レポート 
④ 著作権保護の内容について説明することができる。 

（知・理）観察，テスト，自己評価カード，レポート 
 (３) 学習過程 

評価計画 段 
 

階 
学習活動 目標行動 

  □ 指導上の留意点 
 
  ＊ 資料・準備物など 

規
準 

方 法 

情報モラ
ル教育と
の関連 

課
題
把
握 
８ 
分 

１  前 時 の 学 習
内容の確認 

 
２  本 時 の 学 習

内容の確認 

(1) 前時の学習
結 果 を 踏 ま
え， 本 時の 学
習目標が理解
できる。 

□ 出席と準備物を確認する。 
□ 前時の学習を確認する。 
□ 権利についてのクイズをスライド

で提示する。考えさせる程度にと
どめる。著作権のイメージをつか
ませるよう支援する。 

□ 本時の学習内容を確認する。 
□ 自己評価カードに目標がたてら

れるよう，個別に支援する。 
＊ 自己評価カード 
＊ 学習カード 

  

課
題
追
求
15
分 

３  著 作 権 に つ        
いての確認 

(2) 著作物の利
用 に つ い て
考えるこ とが
できる。 

□ 著作権法の内容を確認する。 
□ ディジタルデータとして扱える著

作物の具体例を確認する。 
□ ネットワークの特性を考慮する。 
□ 「もしも著作権が認められなかっ

たならばどうする」を考えさせる。 
□ 生活とのかかわりを確認する。 
□ 個別指導をしながら，全体の状

況を把握し，必要に応じて補足
説明する。 

□ 個別指導をしながら，全体の状
況を把握し，必要に応じて補足
説明する。 

③ □観察 
□自己評
価カード 
□ レ ポ ー
ト 

課
題
解
決 
20
分 

４  著 作 権 の 保
護の重要性に
ついての確認 

 
 
 
 
 
 

(3)  著作権の保
護の重要性に
ついて 考える
ことができる。 

 
 
 
 
 

□ 著作権法違反に関する新聞記
事から，この法律を定める意義
について考えさせる。 

＊ 資料１ 
□ 著作権の保護について考えさ

せる。 
□ プレゼンづくりの場面(教科書

P181③)を想定させ，考えさせる。 
□ 表現の自由という言葉の捉え方

によっては，著作者の不利益に
なる可能性があることを理解させ
る。 

□ 他の発表を聞くことで，より理解
を深めさせる。 

□ クイズの解答を確認する。 
＊ 資料２ 
□ 自由利用マーク（文化庁）につ

いて確認する。 
＊ 資料３ コピーOK，障害者 OK, 

学校教育 OK の３種類マーク 

④ 
 

□観察 
□テスト 
□自己評
価カード 
□ レ ポ ー
ト 

ま 
と
め 
７
分 

５ まとめ (4) 学んだ内容
と自分の課題
を振り返り，適
切に評 価でき
る。 

□ 本時の学習を振り返って，自己
評価させる。 

＊ 自己評価カード 
□ 授業の取組について評価する

ポイントをいくつか示し，アドバイ
スを与え，適切な自己評価をさ
せる。 

□ 次時の学習内容を確認する。 

  

ｂ ４ - ２ 
著 作 権
な ど の
知 的 財
産 権 を
尊 重 す
る。 
 
 
 
ｃ ４ - ２ 
情 報 の
保 護 や
取 り 扱
い に 関
す る 基
本 的 な
ル ー ル
や 法 律
の 内 容
を知る。 

※ネットワーク上の著
作権について考える。 



７－３ 指導計画 

 (１) 題材「プライバシーと個人情報の保護について考えよう」 

 (２) ねらい 

⑤ ネットワーク上の相手の存在を意識しながら情報を表現しようとしている。 
（工夫・創造）学習カード，自己評価カード，発言，観察 

⑥ 人権やプライバシーの内容について説明することができる。 
（知・理）観察，テスト，自己評価カード，レポート 

(３) 学習過程 

評価計画 段 
 

階 
学習活動 目標行動 

  □ 指導上の留意点 
 
  ＊ 資料・準備物など 

規
準 

方 法 

情報モラ
ル教育と
の関連 

課
題
把
握 
５ 
分 

１  前 時 の 学 習
内容の確認 

 
 
２  本 時 の 学 習

内容の確認 

(1) 前時の学習
結 果 を 踏 ま
え， 本 時の 学
習目標が理解
できる。 

□ 出席と準備物を確認する。 
□ 前時の学習を確認する。 
□ 新聞記事を配布し，インターネ

ットを利用した犯罪であることを
確認する。 

□ 学習カードを配布し，本時の学
習内容を確認する。 

□ 自己評価カードに目標がたてら
れるよう，個別に支援する。 

＊ 自己評価カード 

  

課
題
追
求
15
分 

３  権 利 ・ 人 格
権 ， 名 誉 ， 氏
名，肖像，プラ
イバシー，個人
情報について
の確認 

 
 
４ インターネット

社 会 におけ る
プライバシーと
個人情報の保
護 

(2)  権 利 ・ 人 格
権 ， 名 誉 ， 氏
名，肖像，プラ
イ バ シ ー ， 個
人情報につい
て理解できる。 

 
 
(3) インターネッ

ト 社 会 に お け
るプライバシー
と個人情報の
保護について
理解できる。 

□ インターネットを利用し，事例に
ついて疑似体験をさせ，危機感
を持たせる。 

□参考となるホームページを開く。 
http://sweb.nctd.go.jp/2005/jirei/
index.htm  
□ 場面を確認しながらｗｅｂページ

を開くよう支援する。 
□ ワンクリック詐欺に関する裁判

の記事をもとにインターネット利
用時の問題点を考えさせる。 

□ 個別指導をしながら，全体の状
況を把握し，必要に応じて補足
説明する。 

＊ 学習カード 

⑤ □学 習カ
ード 
□自己評
価カード 
□発言 
□観察 

課
題
解
決 
25
分 

５ ネットワーク上
のプライバシー 

 
 
 
 
 
６ プライバシー

と 個人 情 報の
保護の必要性
について の確
認 

(4) ネットワーク上
のプライバシー
について考える
ことができる。 

  
 
 
(5) プライバシー

と個人情報の
保護の必要性
について考え
る こ と が で き
る。 

□ ネットワーク上のプライバシーに
ついて考えさせる。 

□ 生活とのかかわりを確認する。 
□ 他の発表を聞くことで，より理解

を深めさせる。 
 
 
□ 学習カードにまとめさせる。 
□ 個別指導をしながら，全体の状
況を把握し，必要に応じて補足説
明する。 

⑥ 
 

□観察 
□テスト 
□自己評
価カード 
□ レ ポ ー
ト 

ま 
と
め 
5
分 

７ まとめ (6) 学んだ内容
と自分の課題
を振り返り，適
切に評 価でき
る。 

□ 本時の学習を振り返って，自己
評価させる。 

＊ 自己評価カード 
□ 授業の取組について評価する

ポイントをいくつか示し，アドバイ
スを与え，適切な自己評価をさ
せる。 

□ 次時の学習内容を確認する。 

  

ａ ４ - １ 
情 報 社

会 に お

け る 自

分 の 責

任 や 義

務 に つ

い て 考

え ， 行

動する。 
 
 
 
ｃ ４ - ２ 
情 報 の

保 護 や

取 り 扱

い に 関

す る 基

本 的 な

ル ー ル

や 法 律

の 内 容

を知る。 

※ネットワーク上のプライ
バシーについて考える。 



７－４ 指導計画 

 (１) 題材「インターネットの上手な利用法を考えよう」 

 (２) ねらい 

⑦ 課題について，自ら調べて考えることができ，その成果についてまとめようとしている。 
  （観・意・態）観察，レポート，自己評価カード，学習カード 
⑧ 情報ネットワークの利用がもたらす影響から身を守る方法を理解している。 

（知・理）学習カード，自己評価カード，発言，テスト 
(３) 学習過程 

評価計画 段 
 

階 
学習活動 目標行動 

  □ 指導上の留意点 
 
  ＊ 資料・準備物など 

規
準 

方 法 

情報モラ
ル教育と
の関連 

課
題
把
握 
５ 
分 

１  前 時 の 学 習
内容の確認 

 
 
２  本 時 の 学 習

内容の確認 

(1) 前時の学習
結 果 を 踏 ま
え， 本 時の 学
習目標が理解
できる。 

□ 出席と準備物を確認する。 
□ 前時の学習を確認する。 
□ 新聞記事を配布し，インターネ

ットを利用した犯罪があることを
確認する。 

□ 学習カードを配布し，本時の学
習内容を確認する。 

□ 自己評価カードに目標がたてら
れるよう，個別に支援する。 

＊ 自己評価カード 

  

課
題
追
求
25
分 

３ 被害を受けな
い心得の確認 

 
 
 
 
 
 
４  知らない うち

に加害者にな
らな い 心 得 の
確認 

(2)  情 報 の 発
信・受信がもた
らす影響につ
いて 理解でき
る。 

 
 
 
(3) 正しくない情

報の発 信によ
る影響につい
て理解できる。 

□ 架空請求とワンクリック詐欺，ネ
ットショッピングとネットオークショ
ン， 有害サイト，出会い系サイ
ト，迷惑メール，パスワードについ
て確認する。 

◇参考となる CD 映像を見る。 
＊ 「インターネット安全教室」 
経済産業省 日本ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ協会 
□ デマ情報のチェーンメール化，

コンピュータウ ィル ス， 誹謗 中
傷，なりすましの被害について確
認する。 

□ 個別指導をしながら，全体の状
況を把握し，必要に応じて補足
説明する。 

⑦ □学 習カ
ード 
□自己評
価カード 
□ レ ポ ー
ト 
□観察 

課
題
解
決 
15
分 

５ 知らずにして
しまう可能性の
あるマナー，ル
ール違反 

 
 
 
 
 
 
 
６ インターネット

利用時のマナ
ー ・ ル ー ル に
ついての確認 

(4) 知らずにして
し ま う 可 能 性
のあるマナー，
ルール違反に
ついて 考える
ことができる。 

 
 
 
 
 
(5) インターネッ

ト 利 用 時 のマ
ナ ー ・ ル ー ル
について考え
る こ と が で き
る。 

□ ネットワーク上のプライバシーに
ついて考えさせる。 

□ 生活とのかかわりを確認する。 
□ 他の発表を聞くことで，より理解

を深めさせる。 
□ インターネットを利用するための

ルール＆マナー集を確認する。 
◇参考となるホームページアドレス
を開く。 
http://www.iajapan.org/rule/rule4
mail/ 
＊ 学習カード 
□ 学習カードにまとめさせる。 
□ 個別指導をしながら，全体の状
況を把握し，必要に応じて補足説
明する。 

⑧ □発言 
□テスト 
□自己評
価カード 
□学 習カ
ード 

ま 
と
め 
5
分 

７ まとめ (6) 学んだ内容
と自分の課題
を振り返り，適
切に評 価でき
る。 

□ 本時の学習を振り返って，自己
評価させる。 

＊ 自己評価カード 
□ 授業の取組について評価する

ポイントをいくつか示し，アドバイ
スを与え，適切な自己評価をさ
せる。 

□ 次時の学習内容を確認する。 

  

ｄ ４ - １ 
安 全 性
の 面 か
ら 情 報
社 会 の
特 性 を
理 解 す
る。 
 
 
 
ｇ ４ - １ 
情 報 セ
キュリテ
ィ の 基
礎 的 な
知 識 を
身 に 付
ける。 

 

＊知らずにしてしまう可能性の
あるマナー，ルール違反につい
て考える。 



７－５ 指導計画 

 (１) 題材「まとめ」 

 (２) ねらい 

⑨ ルールやマナーを身に付け，情報社会をより豊かで安全なものにするために，生活を工夫    
 しようとしている。 

（工夫・創造）自己評価カード，発表，ノート，レポート 
  ⑩ 個人情報や著作権の保護及び発信した情報に対する責任について調べ，情報モラルの必要 
   性についてまとめることができる。 

（技能）観察，レポート，自己評価カード，発表，作品 
 (３) 学習過程 

評価計画 段 

 

階 

学習活動 目標行動 

  □ 指導上の留意点 

 

  ＊ 資料・準備物など 
規

準 
方 法 

情報モラ

ル教育と

の関連 

導

入 

 

５ 

分 

１  前 時 の 学 習

内容の確認 

 

 

２  本 時 の 学 習

内容の確認 

(1) 前時の学習

結 果 を 踏 ま

え， 本 時の 学

習目標が理解

できる。 

□ 出席と準備物を確認する。 

□ 前時の学習を確認する。 

□ 学習カードを配布し，本時の学

習内容を確認する。 

□ 自己評価カードに目標がたてら

れるよう，個別に支援する。 

＊ 自己評価カード 

  

展

開  

 

90

分 

３ ICT を活用し

た表現活動 

 

 

 

 

 

４ 発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 情報を適切に

選 択 し ， 活 用

す る た め のル

ールやマ ナー

について確認 

(2)  テ ーマを 設

定し ，スライド

を作成できる。 

 

 

 

 

(3)  情 報 モラル

について理解

できる。 

 

 

 

 

 

 

(4)  情 報 の 発

信・ 受 信 に 関

する問題点に

気付き，これか

らの生活に生

かす方法を考

えることができ

る。 

□ プレゼン用学習カードをもとに 

まとめさせる。 

□ これまでまとめあげた資料をもと

に，個人テーマを設定し，まとめ

させる。内容をしぼってテーマを

設定するように指導する。 

 

□ しっかり聞き，重要な事項につ

いてメモを取るように指導する。 

□ 個別指導をしながら，全体の状

況を把握し，必要に応じて補足

説明する。 

□ 他の発表を聞くことで，情報の

選択に関わる事項についてより

理解を深めさせる。 

 

□ 情報の光と影の存在を理解さ

せる。 

□ 情報を適切に選択することと，

生活とのかかわりについて確認

する。 

＊ 学習カード 

＊ プレゼン資料 

⑨

⑩ 

□自己評

価カード 

□発表 

□ノート 

□ レ ポ ー

ト 

□観察 

□作品 

ま 

と

め 

5

分 

６ まとめ (5) 学んだ内容

と自分の課題

を振り返り，適

切に評 価でき

る。 

□ 本時の学習を振り返って，自己

評価させる。 

＊ 自己評価カード 

□ 授業の取組について評価する

ポイントをいくつか示し，アドバイ

スを与え，適切な自己評価をさ

せる 

  

ａ ４ - １ 

情 報 社

会 に お

け る 自

分 の 責

任 や 義

務 に つ

い て 考

え ， 行

動する。 

 

 

 

ｃ ４ - ２ 

情 報 の

保 護 や

取 り 扱

い に 関

す る 基

本 的 な

ル ー ル

や 法 律

の 内 容

を知る。 

 



６ 題材の指導内容と評価の計画 

  題材「情報を適切に選択しよう」 ６時間  指導項目：D情報に関する技術 (1)ア，イ，ウ，エ (2)イ  
具体の評価規準 小題材 

 指導内容 
時 
数 生活や技術への関心・意欲・態度 生活を工夫し創造する能力 生活の技能 生活や技術についての知識・理解 

情報モラル教育との
関連 

１ コンピュータの安全管理につい

て考えよう 

(1)電子化された情報の特徴 

(2)ネットワークに接続されたコンピ
ュータの安全管理 

1 

①情報の重要性を考えようとしている。 
＜Ａとする状況＞ 
□生活とのかかわりを意識しながら積極
的に考えられている。 
□生活をよりよくしようとする意識が高い。 
＜Ｃの状況の生徒への手立て＞ 
□個別指導。 
＜評価方法＞□観察  □自己評価カー
ド □学習カード □発言 

  ②インターネットに潜む危険性や，それら
への対処方法について説明することがで
きる。 
＜Ａとする状況＞ 
□具体的に説明できる。 
＜Ｃの状況の生徒への手立て＞ 
□個別指導する。 
＜評価方法＞□観察  □テスト  □レ
ポート □自己評価カード □学習カード 

ａ４-１ 情報社会に

おける自分の責任

や義務について考

え，行動する。 
 

ｇ４－１ 情報セキュ

リティの基礎的な知

識を身に付ける。 

２ 著作権について考えよう 

(3)著作権とは 

(4) 著作者の権利 
 ・著作物の利用 

 

 

1 

③自分のこれまでの活動を振り返り，著作
権保護の問題について関連を調べ，まと
めようとしている。 
＜Ａとする状況＞ 
□生活とのかかわりを意識しながら積極
的に考えられている。 
＜Ｃの状況の生徒への手立て＞ 
□個別指導する。 
＜評価方法＞□観察  □レポート 
□自己評価カード  

  ④著作権保護の内容について説明する
ことができる。 
＜Ａとする状況＞ 
□具体的に説明できる。 
□自分なりの考えをしっかりもっている。 
＜Ｃの状況の生徒への手立て＞ 
□個別指導する。 
＜評価方法＞□観察  □テスト  □自
己評価カード  □レポート 

ｂ４-２ 著作権など
の知的財産権を尊
重する。 
 
ｃ４―２ 情報の保護
や取り扱いに関する
基本的なルールや
法律の内容を知る。 

３ プライバシーと個人情報の保護

について考えよう 

(5)権利 

(6)インターネット社会におけるプラ

イバシーと個人情報の保護 
１ 

 ⑤ネットワーク上の相手の存在を意識し
ながら情報を表現しようとしている。 
＜Ａとする状況＞ 
□日常生活に置き換えて，工夫された意
見の内容である。 
＜Ｃの状況の生徒への手立て＞ 
□個別指導する。 
＜評価方法＞□学習カード  □自己評
価カード   □発言  □観察 

 ⑥人権やプライバシーの内容について
説明することができる。 
＜Ａとする状況＞ 
□具体的に説明できる。 
□自分なりの考えをしっかりもっている。 
＜Ｃの状況の生徒への手立て＞ 
□個別指導する。 
＜評価方法＞□観察    □テスト  
□自己評価カード  □レポート 

ａ４-１ 情報社会に
おける自分の責任
や義務について考
え，行動する。 
 
ｃ４-２ 情報の保護
や取り扱いに関する
基本的なルールや
法律の内容を知る。 

４ インターネットの上手な利用法を

考えよう 

(7)被害を受けない心得 

(8)加害者にならない心得 

 

１ 

⑦課題について，自ら調べて考えること
ができ，その成果についてまとめようとし
ている。 
＜Ａとする状況＞ 
□生活とのかかわりを意識しながら積極

的に考えられている。 
□探究心旺盛である。 
＜Ｃの状況の生徒への手立て＞ 
□個別指導する。 
＜評価方法＞□観察   □レポート 
□自己評価カード  □学習カード 

  ⑧情報ネットワークの利用がもたらす影響
から身を守る方法を理解している。 
＜Ａとする状況＞ 
□自分なりの考えをしっかり持って，情報
を適切に活用するための方法を説明でき
る。 
＜Ｃの状況の生徒への手立て＞ 
□個別指導する。 
＜評価方法＞□学習カード  □テスト  
□発言   □自己評価カード 

ｄ４-１ 安全性の面
から情報社会の特
性を理解する。 
 
ｇ４-１ 情報セキュリ
ティの基礎的な知識
を身に付ける。 

５ まとめ（発表会） ２ 

 ⑨ルールやマナーを身に付け，情報社
会をより豊かで安全なものにするために，
生活を工夫しようとしている。 
＜Ａとする状況＞ 
・現状を踏まえて，独自の案を考え出すこ
とができる。 
＜Ｃの状況の生徒への手立て＞ 
□日常生活において，有効な方法を考え
させる。 
＜評価方法＞□自己評価カード □発表   
□ノート  □レポート 

⑩個人情報や著作権の保護及び発信し
た情報に対する責任について調べ，情報
モラルの必要性についてまとめることが
できる。 
＜Ａとする状況＞ 
□自らすすんで実践することができる。 
＜Ｃの状況の生徒への手立て＞ 
□個別指導をする。 
＜評価方法＞□観察   □レポート  
□自己評価カード □発表 □作品 

 ａ４-１ 情報社会に
おける自分の責任
や義務について考
え，行動する。 
 
ｃ４-２ 情報の保護
や取り扱いに関する
基本的なルールや
法律の内容を知る。 

※情報管理の問題点について 
          考える 

※ネットワーク上の 
  著作権について考える 

※ネットワーク上のプライバ
シーについて考える 

※知らずにしてしまう可能性
のあるマナー，ルール違反に 
ついて考える 



 



＜板書計画＞ 

情報を適切に選択しよう 
２ 著作権について考えよう 

 

 

 著作権が認められなかったら ディジタル情報の特徴 

①大容量の情報の保存･移動･複写･削除 

②簡単で高速な保存・移動・複写・削除 

③ 完全な再現（複写）や高速な編集 

 

 

 ・自分の創作物が誰でも無断で使えるよ

うになってしまい，自分の創作物ではな

くなってしまう。 

・他人によって勝手に売買され，著作者

の利益がなくなる。 

 著作権の保護の重要性 著作権 

著作物を他人が無断で使ったり，複製した

りすることを禁止し，著作者の知的所有物

を保護する権利。 

 

 

 

 

著作物の例 

 

言語：小説，短歌，俳句，手紙，論文，講演 

音楽：楽曲および楽曲を伴う歌詞 

舞踊：舞踊，ダンス，バレエ，パントマイム 

美術：絵画，版画，彫刻，漫画，イラスト 

建築：建築物 

図形：地図，図表，設計図 

映画：劇場用映画，テレビ映画，ビデオソフト 

写真：写真 

プログラム：コンピュータプログラム，ゲームソフト 

   

   

   

 ・著作権保護は，著作者の考えや創作物

を守るために重要な権利である。 

・著作者の利益，権利，名誉を守るため

に重要である。 

・表現の自由はあるが，情報社会では毎

日のように起こりうる問題だけに注意

したい。 

・新たな情報を楽しみにしている人のた

めにも，新たな情報を安心して創作でき

る環境を作らなければならない 

・ネットワーク上では「著作権」「プラ

イバシー」「表現の自由」などさまざま

な権利がある。その権利をそれぞれの場

面に応じて活用するのは困難だが，注意

しながらネットワークを活用したい。 



技術・家庭科学習カード「情報を適切に選択しよう」 

１ コンピュータの安全管理について考えよう 

 

個人 PCの安全管理 

  ① 
 
  ② 
 
  ③ 
 
  ④ 
 
  ⑤ 
 
 
電子化された情報の特徴 

  ○ 
 
  ○ 
 
  ○ 
 
 
大容量の情報を保存するメディア 

 
 
 
 
 
情報管理の問題点について考えてみよう 

 
 
 
 
 
 

３年  組  番 名前 



技術・家庭科学習カード「情報を適切に選択しよう」 

２ 著作権について考えよう 

○×クイズ 

① ② ③ ④ ⑤ 

 
著作権 著作物を創作したことにより発生する（          ） 

     → 著作物を他人が（    ）で使ったり，（    ）したりすることを禁止し， 
                            著作者の（         ）を保護する権利。 
 
著作物「著作者の権利」によって（      ）されているもの。 

  著作物は，著作権法の規定（第 2 条第 1 項第 1 号）では， 
   「思想又は感情を創作的に表現したものであつて， 
（    ），（    ），（    ）又は（    ）の範囲に属するもの」と定義されている。 
 
著作物の例→ディジタルデータとして扱えるものに○を付けてみよう 

 ・言語の著作物：小説，短歌，俳句，手紙，論文，講演 
 ・音楽の著作物：楽曲および楽曲を伴う歌詞 
 ・舞踊の著作物：舞踊，ダンス，バレエ，パントマイム 
 ・美術の著作物：絵画，版画，彫刻，漫画，イラスト 
 ・建築の著作物：建築物 
 ・図形の著作物：地図，図表，設計図 
 ・映画の著作物：劇場用映画，テレビ映画，ビデオソフト 
 ・写真の著作物：写真 
 ・プログラムの著作物：コンピュータプログラム，ゲームソフト 
 
著作物に対して，もしも，著作権が認められなかったら・・・どうする？ 

 
 
 
 
著作権を侵害した場合 

  著作権者から（          ）を受けることになる。 
 

 例）損害賠償請求（民法 709条），不当利得返還請求（民法 703条，704条）， 

   信用回復措置請求（著作権法 115条），差止請求（著作権法 112条） 
 
プレゼンづくりの場面想定から，ネットワーク上の著作権保護の重要性について考えてみよう 

 
 
 
 
 
 
 

３年  組  番 名前 



技術・家庭科学習資料１「情報を適切に選択しよう」 

２０１０年７月２３日（金） 河北新聞朝刊 

 

 

 

 

甲子園大会のポスター 

 

 

２０１０年９月２日（木） 河北新聞朝刊 

 



技術・家庭科学習資料２「情報を適切に選択しよう」 

自由利用マークとは？ 

 

○ 著作物を創った人（著作者）が，自分の著作物を他人に自由に使ってもらってよいと考える場合に，その

意思を表示するためのマークです。 

○ どんな利用ができるかは，マークによって異なります。 

 

「自由利用マーク」には，次の３つの種類があります。 

 

 

「プリントアウト・コピー・無料配布」ＯＫマーク  

 

「プリントアウト」「コピー」「無料配布」のみを認めるマーク 

 （変更，改変，加工，切除，部分利用，要約，翻訳，変形，脚色，翻

案などは含まれません。そのまま「プリントアウト」「コピー」「無料

配布」をする場合に限られます） 

 （会社のパンフレットにコピーして配布することなどは，営利目的の

利用ですが，無料配布であればできます）  

 

 

「障害者のための非営利目的利用」ＯＫマーク  

 

障害者が使うことを目的とする場合に限り，コピー，送信，配布など，

あらゆる非営利目的利用を認めるマーク 

 （変更，改変，加工，切除，部分利用，要約，翻訳，変形，脚色，翻

案なども含まれます） 

 

 

「学校教育のための非営利目的利用」ＯＫマーク 

 

学校の様々な活動で使うことを目的とする場合に限り，コピー，送信，

配布など，あらゆる非営利目的利用を認めるマーク  

 （変更，改変，加工，切除，部分利用，要約，翻訳，変形，脚色，翻

案なども含まれます）  

 
 ～文化庁 http://www.bunka.go.jp/index.html～ 



技術・家庭科学習資料３「情報を適切に選択しよう」 

著作権者の了解なしに利用できる場合 
 

私的利用のためのコピー（第 30条） 

 個人的に又は家庭内などの限られた範囲内で，仕事以外の目的で，使用する本人がコピーする場合

の例外規定です。（仕事に関連する場合には，下記の例外規定が適用されることもあります。） 
（具体例） 
  ○ テレビで放送される映画を自分で楽しむためにダビングする場合  
  ○ インターネットでみつけたきれいな写真を自分で楽しむためにパソコンに保存する場合  
 
「引用」のためのコピー（第 32条） 

 発表用資料やレポートの中で他人の作品を「引用」して利用する場合の例外規定です。 
（具体例）  

○ 先生が，研究会の発表資料を作る際に，指導の成果を解説するための素材として子どもたちの     

読書感想文の一節を「引用」して使う場合  
○ 地域産業の歴史について調べている子どもたちが，自分の考えを記述するにあたり，博物館の

ホームページから入手した郷土の歴史の文章の一部分を「引用」し，自らの考えを補強する場合  
○ ある画家の一生を取り上げた美術部の生徒が，発表資料を作る際に，表現技法の解説のため何

点かの作品を「引用」して使う場合  
 
教育機関でのコピー（第 35条第１項） 

 先生又は子どもたちが，教育の教材として使うために他人の作品をコピーして配布する場合の例外

規定です。 
（具体例） 

○ 先生が授業で使用するために，小説などをコピーして子どもたちに配布する場合  
○ 子どもたちが「調べ学習」のために，新聞記事をコピーして，他の子どもたちに配布する場合  

 
教育機関での送信（第 35条第２項） 

 「主会場」で行われている授業（教材として他人の作品を使用したもの）を遠隔地にある「副会場」

へ同時中継する場合の例外規定です。  
（具体例） 

○ 主会場において，先生が教材を掲示する「地図」「図表」などを副会場に向け，送信する場合  
 
試験問題としてのコピーや送信（第 36条） 

 試験又は検定のために，他人の作品を使った入学試験問題をコピーし配布する場合及び当該試験問

題をインターネットなどで送信する場合の例外規定です。 
（具体例） 

○ 小説や社説などを用いた試験問題を出題する場合  
○ 小説や社説などを用いた試験問題をインターネットなどによって送信して出題する場合  

 
非営利・無料の上演等（第 38条第１項） 

 学芸会，文化祭，部活動などで他人の作品を上演・演奏・口述（朗読等）・上映する場合の例外規定

です。  
（具体例）  

○ 文化祭などで，ブラスバンド部の演奏や演劇を行う場合 
 

～文化庁 http://www.bunka.go.jp/index.html～ 



技術・家庭科学習カード「情報を適切に選択しよう」 

３ プライバシーと個人情報の保護について考えよう 

 

次の事例について考えてみよう 

 事例１  事例２ 

 

トラブル

の内容 

 

 

 

 

 

 

原 因 

 

 

 

 

 

 

対 策 

 

 

 

 

 

 

 

ネットワーク上のプライバシーについて考えよう 
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技術・家庭科学習カード「情報を適切に選択しよう」 

４ インターネットの上手な利用法を考えよう 

 

情報の発信・受信がもたらす影響について考えよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害を受けない心得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知らずにしてしまう可能性のあるマナー，ルール違反について考えよう 
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技術・家庭科学習プレゼン用カード「情報を適切に選択しよう」 

これからの情報社会を創造してみよう 

＜プレゼン作成の資料として活用＞ 

１ コンピュータの安全管理について考えよう 

 

 

 

 

 

 

２ 著作権について考えよう 

 

 

 

 

 

 

３ プライバシーと個人情報の保護について考えよう 

 

 

 

 

 

 

４ インターネットの上手な利用法を考えよう 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習を終えての確認＞ 

・情報の発信者の信頼性，引用の出所や確認先が明示されているかを確認する。  

・一つの情報源に頼らず複数の情報源により対照する。  ①情報の信頼性 

・古い情報かどうか web ページの発信日時を確認する。  

②有害情報や違

法情報 
・不適切な表現や表示が出た場合には，すぐにそのページを閉じる。 

 

・広告ボタンのクリックは，勝手に有料サイトに接続されることがあることを意

識している。 

 
③広告・勧誘・

懸賞への対応  
・懸賞等への応募は個人情報の収集が目的の場合があることを意識している。  

・クレジットカード決済の場合，暗号化システムの採用を確認する。  ④オンライン 

ショッピング ・商品が届くまで注文時の登録画面の印刷したものや振込伝票を保管する。  

・web サイトの信頼性を確認する。  
⑤オークション 

・異常な価格やあいまいな表現がある場合には取引を見送る  

・ダウンロードにはリスクが伴う場合があることを理解している。  ⑥無料ダウンロ

ード等への対応 ・必要性をよく検討し，むやみにダウンロードしない。  

A：できる B：どちらかと言えばできる C：どちらかと言えばできない Ｄ：できない 

３年  組  番 名前 



技術・家庭科学習プレゼン用カード「情報を適切に選択しよう」 

情報社会で生きるための基礎となる考え方と態度を身に付けよう 

情報モラル学習のまとめのプレゼン（レイアアウト枠） 

１  ６ 

２  ７ 

３  ８ 

４  ９ 

５  10 

※保存場所：マイネットワーク→共有フォルダ→H22 データ→３年→○組に出席番号で保存 

３年  組  番 名前 



技術・家庭科学習プレゼン用カード「情報を適切に選択しよう」  

学級発表会記録用紙 

発表順 
（出席番号） 

タイトル 
（テーマ） 内容・感想 

評
価 

１    

２    

３    

４    

５    

６    

７    

８    

９    

１０    

１１    

１２    

１３    

１４    

１５    

１６    

１７    

１８    

１９    

２０    

２１    

２２    

２３    

２４    

２５    

２６    

２７    

２８    

２９    

３０    

３１    

※評価 A：わかりやすい B：まあまあわかりやすい C：少しわかりにくい D：わかりにくい 
 

３年   組   番 名前 



○今日の学習課題 ○授業の取り組み方（４：十分できた　３：まあまあできた　２：もう少し　１：まだまだ）

月

○感想や気づいたことを書こう

日
検印

○今日の学習課題 ○授業の取り組み方（４：十分できた　３：まあまあできた　２：もう少し　１：まだまだ）

月

○感想や気づいたことを書こう

日
検印

○今日の学習課題 ○授業の取り組み方（４：十分できた　３：まあまあできた　２：もう少し　１：まだまだ）

月

○感想や気づいたことを書こう

日
検印

○今日の学習課題 ○授業の取り組み方（４：十分できた　３：まあまあできた　２：もう少し　１：まだまだ）

月

○感想や気づいたことを書こう

日
検印

○今日の学習課題 ○授業の取り組み方（４：十分できた　３：まあまあできた　２：もう少し　１：まだまだ）

月

○感想や気づいたことを書こう

日
検印

技術・家庭科　自己評価カード

　　　　　　　　３年　　組　　番　名前

　　題材名　「　情報を適切に選択しよう　」

～この題材の授業を通して感じたこと・学んだことをかいてみよう～

0
1
2
3
4

興味が持てた

意欲的に取り組んだ

安全面に気を配ることがで
きた

生活と関連づけて考えられ
た

○今日の目標を書こう

0
1
2
3
4

興味が持てた

意欲的に取り組んだ

安全面に気を配ることがで
きた

生活と関連づけて考えられ
た

○今日の目標を書こう

0
1
2
3
4

興味が持てた

意欲的に取り組んだ

安全面に気を配ることがで
きた

生活と関連づけて考えられ
た

○今日の目標を書こう

0
1
2
3
4

興味が持てた

意欲的に取り組んだ

安全面に気を配ることがで
きた

生活と関連づけて考えられ
た

○今日の目標を書こう

0
1
2
3
4

興味が持てた

意欲的に取り組んだ

安全面に気を配ることがで
きた

生活と関連づけて考えられ
た

○今日の目標を書こう




